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                                                                       （申立人用） 

令和  年（ 家イ・家 ）第     号遺産分割事件 

 

調停（審判）の進行に関する照会回答書 

 

 この書面は，調停等を進めるための参考とするものです。あてはまる□にレ印を付し，わ

かる範囲で記入してください。なお，記入にあたっては，ペン又はボールペンで記入してくだ

さい（鉛筆不可）。 

  

 

記入年月日  令和  年  月  日   記入者氏名               印  

 

あなたの電話番号（平日午前９時から午後５時までに連絡のとれる番号） 

【自宅】    －     －  【携帯】     －     －   

【自宅・携帯とも記入された方のみ】あなたに電話をかける際には （□自宅優先 □携帯優先）

       

あなた（自宅）に電話をかける際には，「家庭裁判所」と名乗っても    

  □ かまわない       

  □ 「家庭裁判所」の名称ではなく担当者の個人名でかけてほしい  

     

 

 

 

質問１  当事者（相続人）のなかで，次の事項に該当する方についてお答えください。 

     ア 理解力，判断力が著しく低い方はいますか。 

    □いる。（相続人        ） 

               → 後見（保佐）開始審判は済んでいますか。  

         □済  

         □未了の場合→後見（保佐）開始の申立ては済んでいますか。□済  □未了 

    □いない。 

     イ 未成年者の法定代理人も相続人ですか。 

    □はい。   □いいえ。 

         →「はい」の場合に特別代理人選任の手続は済んでいますか。 □済  □未了 

     ウ 所在不明者はいますか。 

    □いる。（相続人               ） 

           →不在者財産管理人選任の手続は済んでいますか。 

                 □済   

                 □未了 の場合→財産管理人選任の申立ては済んでいますか。□済  □未了 

    □いない。 

 

質問２ 調停に出席できないか，出席しない人はいますか。 

  □ア いないと思う。 

  □イ いる（理由は下から選んでください。）。 
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          それはだれですか。               ｂ 理由番号       

                                           

                                           

                                           

       理由 □１ 遠方に居住している。 

          □２ 感情的になっている。 

          □３ 病気，身体の具合が悪い。 

          □４ 相続分を譲渡または放棄して，話合いの手続から抜けたいと考えて

いる。 

          □５ その他（                        ） 

      □ウ  わからない。          

 

質問３ 相手方の中で弁護士に代理人を委任する意向のある人がいますか。 

   □ア いない。 

   □イ いる。                     

      それはだれですか。                            

      □ウ  わからない。    

 

質問４ 裁判所で暴力を振るうおそれのある相続人はいますか。 

    □ア いない。 

   □イ いる。 

                            

 

質問５ 調停期日の指定について，差し支え日等はありますか。 

    （調停は，平日の午前又は午後に行われます。） 

   □ア いつでも出席できる 

  □イ 差し支える日がある（  月   日，  月   日） 

   □ウ 次の曜日はさけてほしい（□月 □火 □水 □木 □金） 

   □エ 日にちはいつでもよいが，□午前・□午後にしてほしい。 

 

質問６ あなたのご意見，話合いの進め方について希望等があれば，自由に記載してください。 

                                                                                  

                                                                                     

                                                                                   

 

 

  


